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達
し
ま
し
た
。今
で
言
う「
ス

ケ
ル
ト
ン
貸
し
」
で
す
。

江
戸
時
代
に
登
場
し
た
借

家
は
、
都
市
部
の
発
展
と
と

も
に
増
加
し
、
庶
民
の
生
活

に
深
く
根
付
い
て
い
き
ま
し

た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

そ
し
て
現
代
へ
と
、
借
家
は

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
そ
の
姿
を
変
え
な
が
ら
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
続
け

て
い
ま
す
。
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明
治
時
代
に
は
、
民
法
制

定
を
受
け
て
土
地
売
買
が
自

由
化
さ
れ
、
不
動
産
取
引
が

盛
ん
に
な
り
ま
す
。
土
地
所

有
者
は
積
極
的
に
借
地
や
借

家
を
提
供
し
、
商
工
業
の
成

長
と
東
京
・
大
阪
の
人
口
集

中
に
よ
り
不
動
産
の
取
引
需

要
が
高
ま
り
、
不
動
産
業
が

急
速
に
発
展
し
ま
す
。
明
治

時
代
初
期
の
借
家
は
江
戸
時

代
と
同
じ
く
平
屋
建
て
の
長

屋
が
一
般
的
で
し
た
。
そ
の

後
、
2
階
建
て
長
屋
が
登
場

し
、
各
部
屋
に
ト
イ
レ
が
設

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
開
国
に
伴
い
外

国
人
が
日
本
に
定
住
し
、
長

崎
や
横
浜
の
旧
外
国
人
居
留

地
で
は
洋
風
建
築
の
借
家

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
4
3
年
、
東
京
・
上
野

に
日
本
初
の
木
造
ア
パ
ー
ト

「
上
野
倶
楽
部
」
が
完
成
し

ま
す
。
5
階
建
て
7
0
室
、

洋
風
建
築
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト

に
は
、
官
公
吏
や
会
社
員
、

ロ
シ
ア
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
も

住
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。「
上
野
倶
楽
部
」
は

東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
、
現

在
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
完
成

日
で
あ
る
1
1
月
6
日
は

「
ア
パ
ー
ト
記
念
日
」
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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明
治
末
期
か
ら
大
正
時

代
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
技
術
が
欧
米
か
ら
導
入
さ

れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

建
物
が
次
々
と
建
設
さ
れ
ま

す
。
大
正
5
年
、
日
本
初
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
集
合

住
宅
「
炭
鉱
住
宅
」
が
長
崎

県
の
端
島
（
軍
艦
島
）
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
、
大

正
1
2
年
、
東
京
で
初
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
市

営
共
同
住
宅
「
東
京
市
営
古

石
場
住
宅
」
が
江
東
区
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ッ
チ
ン

や
ト
イ
レ
が
各
戸
に
設
置
さ

れ
、
従
来
の
長
屋
か
ら
近
代

的
な
ア
パ
ー
ト
へ
と
変
わ
る

先
駆
け
と
な
り
ま
す
。
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関
東
大
震
災
を
契
機
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建

築
技
術
は
飛
躍
的
に
進
化
し

ま
し
た
。
そ
の
技
術
革
新
を

背
景
に
、
大
正
1
3
年
に

「
財
団
法
人
同
潤
会
」
が
設

立
さ
れ
、昭
和
元
年
に
は「
中

之
郷
ア
パ
ー
ト
」
が
竣
工
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
都

内
で
「
青
山
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
（
現
・
表
参
道
ヒ
ル
ズ
）」

や
「
代
官
山
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
」
な
ど
、
同
潤
会
に
よ
る

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
り
ま

す
。
な
か
で
も
日
本
初
の
女

性
専
用
ア
パ
ー
ト
「
大
塚
女

子
ア
パ
ー
ト
」
は
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
同
潤
会
ア
パ
ー

ト
の
供
給
増
加
と
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
昭

和
8
年
に
は
東
京
都
内
の

ア
パ
ー
ト
が
9
1
4
棟
、

1
7
，5
1
2
戸
に
達
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
賃
貸
の
歴
史
は
、

縄
文
・
弥
生
時
代
の
竪
穴
式

住
居
に
お
け
る
共
同
利
用
の

慣
習
に
そ
の
萌
芽
が
見
ら

れ
、
古
代
に
は
、
一
部
の
特

権
階
級
に
お
い
て
、
家
屋
を

貸
し
借
り
す
る
慣
習
が
生
ま

れ
始
め
ま
し
た
。
貴
族
や
寺

社
が
所
有
す
る
屋
敷
の
一
部

を
、
身
分
の
低
い
者
が
借
り

て
住
む
形
態
が
広
ま
る
中

で
、 

江
戸
時
代
に
は
、
都
市

部
を
中
心
に
長
屋
な
ど
の
賃

貸
住
宅
が
普
及
し
、
庶
民
の

生
活
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。
明
治
時

代
以
降
は
、
西
洋
の
建
築
様

式
や
都
市
計
画
の
影
響
を
受

け
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
新
た
な
賃
貸
住

宅
が
提
供
さ
れ
、
多
様
化
が

進
み
ま
し
た
。
戦
後
の
高
度

経
済
成
長
期
に
は
、
都
市
部

へ
の
人
口
集
中
に
伴
い
、
住

宅
不
足
が
深
刻
化
し
、
公
営

住
宅
の
建
設
や
民
間
賃
貸
住

宅
の
供
給
が
拡
大
し
ま
し

た
。
現
代
で
は
、
少
子
高
齢

化
や
核
家
族
化
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
、
社

会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

様
々
な
タ
イ
プ
の
賃
貸
住
宅

が
登
場
し
、
賃
貸
の
契
約
プ

ラ
ン
も
選
択
肢
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
賃
貸
の
歴

史
は
、
社
会
の
変
遷
と
と
も

に
常
に
変
化
し
、
人
々
の
生

活
様
式
や
価
値
観
を
反
映
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
進
化

し
続
け
る
で
し
ょ
う
。

ラ
イ
タ
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2
0
2
4
年
1
1
月
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
自
動
運
転

タ
ク
シ
ー
の
商
業
運
行
が
正

式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
G
o
o

g
l
e
の
親
会
社
A
l
p

h
a
b
e
t
の
傘
下
で
あ

る
W
a
y
m
o
が
提
供
し

て
お
り
、
専
用
ア
プ
リ
を
通

じ
て
簡
単
に
利
用
で
き
ま

す
。運
行
エ
リ
ア
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
郡
を
中
心
と
し
て
お

り
、
主
要
な
観
光
地
や
ビ
ジ

ネ
ス
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
し

て
い
ま
す
。特
に
ハ
リ
ウ
ッ

ド
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
、
ビ
バ

リ
ー
ヒ
ル
ズ
な
ど
の
繁
華
街

が
含
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の

利
用
者
に
支
持
さ
れ
て
い
ま

す
。サ

ー
ビ
ス
開
始
後
、

S
N
S
上
に
は
「
未
来
の

交
通
手
段
を
体
験
し
た
」
と

い
う
興
奮
混
じ
り
の
投
稿
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。特
に
そ
の
安
全
性

と
快
適
な
運
行
が
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
一
部
の
利
用

者
は
「
技
術
が
こ
こ
ま
で
進

化
し
た
の
は
驚
き
だ
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。一
方
で
、一
部

の
時
間
帯
や
特
定
エ
リ
ア
で

は
、
利
用
者
が
集
中
す
る
こ

と
に
よ
る
待
ち
時
間
の
長
さ

が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
で
も
、自
動
運

転
タ
ク
シ
ー
が
持
つ
可
能
性

に
対
す
る
期
待
は
非
常
に
高

く
、
公
共
交
通
の
一
部
と
し

て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、交
通
事
故
が
多

い
地
域
に
お
い
て
は
、
事
故

削
減
の
手
段
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
国
内
で
も
自

動
運
転
技
術
が
着
実
に
進
化

し
て
い
ま
す
。注
目
す
べ
き

事
例
の
一
つ
が
、
長
野
県
塩

尻
市
に
お
け
る
自
動
運
転
バ

ス
の
実
証
実
験
で
す
。こ
の

地
域
で
は
2
0
2
0
年
度

か
ら
自
動
運
転
技
術
の
導
入

が
進
め
ら
れ
、
2
0
2
4

年
に
は
国
内
初
の
量
産
型
自

動
運
転
E
V
バ
ス
を
用
い

た
試
験
走
行
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。塩
尻
市
の
試
験
で

は
、
塩
尻
駅
と
市
役
所
間
を

中
心
と
し
た
ル
ー
ト
で
実
施

さ
れ
、
レ
ベ
ル
4
の
自
動
運

転
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。特
に
高
齢
者
や
免
許
を

返
納
し
た
住
民
に
と
っ
て
、

重
要
な
移
動
手
段
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
精
度
三
次
元
地
図
の
活
用

や
、
歩
行
者
が
混
在
す
る
複

雑
な
環
境
で
の
運
行
が
検
証

さ
れ
て
お
り
、
安
全
性
の
向

上
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
尻
市
の
取
り
組
み
は
、
地

方
都
市
に
お
け
る
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
大
き
な
注
目

を
集
め
て
お
り
、
今
後
の
日

本
全
体
で
の
普
及
に
も
つ
な

が
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
2
0
2
5

年
に
は
東
京
都
心
で
も

W
a
y
m
o
と
日
本
交
通
、

G
O
株
式
会
社
の
共
同
テ

ス
ト
運
行
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。都
市
部
で
の
課
題
抽

出
や
技
術
検
証
が
進
む
中

で
、
日
本
特
有
の
法
整
備
や

規
制
の
見
直
し
が
今
後
の
商

業
化
に
向
け
た
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

都
市
部
で
は
多
様
な
移
動

ニ
ー
ズ
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
渋
滞

緩
和
や
環
境
負
荷
軽
減
と

い
っ
た
側
面
で
も
技
術
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
に
お
い
て
は
、
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
中

で
自
動
運
転
技
術
が
解
決
策

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。公
共
交
通
の
縮
小
が
進

む
地
域
で
は
、
自
動
運
転
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
が
住
民
の
日

常
生
活
を
支
え
る
重
要
な
手

段
と
な
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、

観
光
業
で
も
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。観
光
地
で
の

ア
ク
セ
ス
向
上
や
利
便
性
の

提
供
を
通
じ
て
、
観
光
客
の

増
加
や
地
域
経
済
の
活
性
化

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
や
塩
尻
市

で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組

み
は
、
未
来
の
交
通
手
段
と

し
て
の
実
現
可
能
性
を
大

き
く
示
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
先
進
的
な
事
例
を
基

に
、
日
本
の
技
術
革
新
が
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
か
、

2
0
3
0
年
代
に
広
が
る

社
会
の
変
化
に
注
目
で
す
。

自
動
運
転
が
長
野
県
で
す

で
に
試
験
走
行
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

都
心
で
も
テ
ス
ト
運
行
が
実

施
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
渋

滞
改
善
な
ど
に
活
躍
し
そ
う

で
す
が
、
地
方
を
復
活
さ
せ

る
革
命
的
な
特
効
薬
に
な
り

そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。マ

ン
ガ
や
ア
ニ
メ
の
中
で
想
像

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
こ
の
目

で
見
ら
れ
る
日
が
楽
し
み
で

す
。　
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